
第 2 3回全国棚田 (千枚田) サ ミ ッ ト

報告書 〇
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田開催テーマ
「棚田は21世紀の社交場」 ̃ 棚 田 で 出 会 う 、  触 れ 合 う 、  分 か ち 合 う ̃

通
昔の人は、米を作るため、急l唆な土地を拓き、棚田を築きました。今の人は、国土の

保全 , 生物多様性など棚田の多面的機能に気づきました。 そして農村と都市の交流が活

発 に な り 、 今 や 「 棚 田 」  と聞くと美しい日本の原風景を連想させるようになりました。

これまで先人から引き継いで棚田の実りを支えてきた人たちが、 景観や保全を意識する

よ う に な り 、 我 が 棚 田 を 誇 り に 思 う よ う に な っています。私たちは、 「棚田で迎える

人」と「棚田へ出掛ける人」の気持ちが通い合う社交場として、 21世紀に継承する棚

田のこれからについて考えます。

置重]
主催

主管

共催

全国棚田 (千救田) 連絡協議会

第 2 3 回 全 国 棚 田 ( 千 枚 田 ) サ ミ ッ ト 実 行 委 員 会

長崎県

日72月9年9
国
2成

期
平

催開

波佐見町

(水) ̃ 平 成 2 9 年 9 月 2 9 日  (金) 3日 間

開 (※来賓等、 講師 ・ コーデ ィ ネータ ー ・ 話題提供者を含む。

東北

13人

宮城県 1 21人 静岡県 10 470人

長崎県内訳

町内92

町外115

佐賀県 130

秋田県 3 愛知県 5 長崎県 207

山形県 9 近畿

17人

京都府 4 熊本県 40

関東

82人

茨城県 2 大販府 2 大分県 14

群馬県 1 2 宮崎県 8

埼玉県 2 和歌山県 9 鹿児島県 14

千葉県 32 中国

23人

島根県 1 合計 35都府県 682

東京都 18 岡山県 1

神奈川県

山梨県

2

3
広島県 10- -
山口県 11 一般参加者 643

長野県 22 四国

15人

德島県 5 来賓等 12

北陸

41人

新潟県 28 香川県 2 講師等 27

富山県 1 愛媛県 6 スタッフ(実行委員会所属団体) 166

石川県 12 高知県 2 地元スタッフ 120

開 3 , 0 0 0 円  (交流会参加費5, 0 0 0円は別途)



27
日

17 . 00̃18:00 全国棚田 (千枚田) 連絡協議会理事会 西の原833スタヂオ 29

28
日

11 : 15̃12 : 00 全国棚田 (千枚田) 連絡協議会総会 波佐見町総合文化会館大ホール 113

12 : 0 0 ̃ 13 : 3 0 昼食 波佐見町体育センタ ー 390

13 : 3 0 ̃ 14 : 0 0 オー プニング 波佐見町総合文化会館大ホール 644

14 : 00̃14 : 30 開会式

14 :30̃14 :50
事例発表 長崎大学大学院生

「鬼木地区歴史 , 景観等調査報告」

14 : 5 0 ̃ 1 6 : 0 0
基調講演 講師 三善 浩=氏

「土の気持ち」̃都市が農村を支える時代へ̃

16 : 20̃18 : 20 第1分科会

迎 え よ う !社交あふれる美しい棚田で

波佐見町総合文化会館大本一ル 263

第2分科会

出掛けようl社交を求め楽しい棚田へ

波佐見町立中央小学校体育館 159

細田女子会

社 交 性 を 発 揮 ! お い し い 棚 田 の お も て な し

波佐見町総合文化会館和室 45

特別分科会

農 と 陶 の 交 わ り l 食 文 化 を 支 え る演佐見焼

波佐見町立波佐見中学技体育館 60

棚田のまもりびとミ ーテ ィ ン グ

保存会における女性パワー

波佐見町総合文化会能研修室2 ・ 3 33

首長会議

中山間地域における担い手確保について

西の原833スタヂオ 40

国際分科会

世界の傾斜農地と棚田

波佐見町総合文化会館研修室4 17

18 :30̃20 :30 全体交流会 波佐見町体育センタ ー 468

29
日

9 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0 現地見学会 .Ia本相田・的郷中尾山 ・ 購の館 390

12 :00̃13 :00 昼食 波佐見町体育センタ ー 404

13 :00̃13 :30 分科会のまとめ 波佐見町総合文化会館大ホー ル 255

13 :30̃14 :00 閉会式



3 式典関係

全国棚田 (千111更田)連絡協議会会長(新潟県佐渡市長

三浦基;l谷 ) 、 第 2 3 回 全 国 棚 田 ( 千 枚 田 ) サ ミ ッ ト 実 行

委員会会長 (長崎県波佐見町長一瀬政太) あいさ っの
後 、 議 事 に 入 り ま し た 。

議案は次のとおりです。

議案第1号 平成28年度事業報告及び歳入歳出決算の
承認について

議案第2号 平 成 2 9 年 度 事 業 計 画 ( 案 ) 及 び

歳 入 歳 出 予 算 ( 案 ) に つ い て

議案第3号 次 期 サ ミ ッ ト の 開 惟 地 に つ い て

議 案 第 4 号  役 員 改 選 ( 案 ) に つ い て

議案第5号 中山間地域に対する各種法制度等の

要 望 骨 子 ( 案 ) に つ い て

議 事 終 了 後 、 第 2 3 回 全 国 棚 田 ( 千 枚 田 ) サ ミ ッ ト 共

同宣言について、 会員の入退会に っ し 、て 、 平 成 2 8 年 度
中山間地域に対する各種法制度等の要望についての報告
が 行 わ れ 、 閉 会 し ま し た 。

■日 時 9 月 2 7 日 ( 水 ) 午 後 5 時 か ら
■場 所 西 の 原 8 3 3 ス タ チ オ
I 出 席 者  1 5 人 ( 内 代 理 出 席 6 人 ) 及 び 委 任 8 人 の

計 2 3 人

全国棚田 (千技田) 連絡協議会会長、 第23回全国棚
田 ( 千 技 田 ) サ ミ ッ ト 実 行 委 員 会 会 長 あ い さ っの後、議

事 に 入 り ま し た 。

議案は次のとおりです。

議案第1号 平成28年度事業報告及び歳入歳出決算の
承認について

議案第2号 平 成 2 9 年 度 事 業 計 画 ( 案 ) 及 び
歳 入 歳 出 予 算 ( 案 ) に つ い て

議案第3号 次期サミットの開催地について

議案第4号 役 員 改 選 ( 案 ) に つ い て

※議案第2号に関して、 個人正会員高野氏より、 ホー

ムペー ジの年間保守管理を改善するように要望がありま

した。 この要望に対して、 事務局から情報発信のあり方
を含め見直しを検討する旨回答がありました。

議 事 終 了 後 、 第 2 3 回 全 国 棚 田 ( 千 枚 田 ) サ ミ ッ ト 共
同宣言について、会員の入退会について、平成28年度

中山間地域に対する各種法制度等の要望についての報告
が行われ、閉会しました。

■日 時 9 月 2 8 日 ( 木 ) 午 前 1 1 時 1 5 分 か ら
■場 所 波佐見町総合文化会館大ホール

■出席者 3 9 人 ( 内 代 理 出 席 者 1 0 人 ) 及 び 委 任 4 2
人 の 計 8 1 人

波佐見児重合唱団のオープニングに引き続き開催され

た開会式には、多数の来寶にご出席いただき、報道関係

等 を 含 め る と 約 7 0  0人で会場が埋め尽くされました.

■日 時 9 月 2 8 日 ( 木 ) 午 後 2 時 か ら

■場 所 波佐見町総合文化会館大ホー ル
■参加者 6 4 4 人
■次 第

会 長 あ い さ っ 佐渡市長 三浦

実行委員会会長あいさ っ 波佐見町長 一瀬
開催県歓迎のあいさつ 長崎県副知事 演本
来査視辞 九州農政局次長 堀畑

基裕
政太

磨毅穂
政純

地元一鬼木棚田協議会を代表し、 将来の棚田の後継者
3人が共同宣言を読み上げました。 ま た 、  来年開性地の

長野県小谷村の松本村長に全国棚田(干枚田)連絡協議

会旗を引き継ぎ、 2 日 間 の サ ミ ッ ト は 無 事 閉 幕 し ま し
た。

■日 時 9 月 2 9 日 ( 金 ) 午 後 1 時 3 0 分 か ら

■場 所 演佐見町総合文化会館大ホ ール
■参加者 2 5 5 人
■次 第

共同宣言

協議会旗引き継ぎ

時期開催地あいさっ
本 当 に 第 2 3 回 棚 田 サ ミ ッ ト は 素 晴 ら し い も の だ と 思

います。 こ れ に 負 け な い よ う に 、  明日から一生懸命村を

あ げ て 準 備 を し て 、 来 年 の 9 月 8 日 、  9日には皆様をお

迎えしたいと思っています。 是非、 今から来年の予定表

に小谷村と記入していただきまして、この会場の皆さん

全員の皆さんに来ていただきたいと思います。 よ 111:, し く

お願いします。
小谷村長 松本 久志

閉会あいさっ

開惟にあたり、 多大なご協力をいただきました関係者

の皆様方、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 今 回 の サ ミ ッ ト で

の交流が、 全国各地域の棚田を取り巻く環境に明るい光
を差す取しj組みになることを期待します。

サ ミ ッ ト 実 行 委 員 会 副 会 長
波佐見町議会議長 今井 泰照



新たな試み

̃ 波 佐 見 町 を ぐ る ぐ る 作 戦 ̃

従 来 の サ ミ ッ ト で は 、  複数のコ ー スが設けられていた

現地見学会。 参加する側は、 魅力的なコースが多いと選

択 に 苦 労 し ま す 。 ま た 、 主 催 す る 側 に と っ て 、 見 学 先 の

数が多ければそれだけ交通話導などにスタッフが必要と

な り 、  希望が集中した場合、 参加者の割振りも大変にな

り ま す 。

検討の結果、 見学先をコンパクトな3か所に被った

「 循 環 方 式 」 は 、 恐 ら く 全 国 棚 田 サ ミ ッ ト で は 、 初 の 試

み と な り ま し た 。

一旦集合

'll'Aコー ス
l'Bコ ー ス

i 0 コース

41 Dコ ー ス

A

( メ リ ッ ト )

スタッフ数の削減

A l → A 2 → A 3
B I ,B 2 ,B 3
C I -, C 2 →C3

D i → D 2 → D 3

く°るぐる

B

c

一旦集合しないので、待ち時間が短縮

見学先が同一のため、 参加者に公平感を与える。

(ll メ リ ッ ト )

ほかの見どころが紹介できない。

・ 時 間 の ゆ と り  (遊び)が少ない。

・ 一人の遅れが、全体に影響する。

・ 見学時間帯の交通混雑

徹底 した時間の管理
上記を踏まえ、 現地見学会を成功させるには、 まずス

タッフ全員が、この見学方式の理解することが重要で

す。

そのため、観光ガイド・バス会社一添乗員・交通整理

員・地元協力者と何度も打ち合わせを行い、本番までに

十 分 な シ ミ ュレー シ ョ ン を 行 い 、 ス ムーズな見学ができ

る よ う に 調 整 し ま し た 。

( デ メ リ ッ ト へ の 対 応 策 )

バス移動中に波佐見町を紹介する。

パスの出発時刻を優先し、乗り遅れには、スタッフ

の車で追いかける。

無線連絡による見学地間の連携

広報等により町民への交通混雑を事前周知

参加者への時間厳守のお願い

バス号車番号の表示の工夫

当日は、 1 6台の見学バスはスムー ズに運行できまし

た。 皆さんのご協力に感謝申し上Ifます。

A 鬼木棚田

全 国 か ら お 客 様 を 迎 え る に 当 た り 、 地元要望を受け、

ハー ド面では以下のとおり整備しました。

自治振興補助金を活用した案内看板作成・設置

(事業費 約 5 3 万 円 )

遊休地の無償貸与による第2展望所等の整備

(事業費 約 3 5 0 万 円 )

また、鬼木梱田協議会では、これまでも全国棚田サミ

ットに参加した経験から、 P T Aや婦人会等の代表者を

巻き込んだ実行委員会を組織し、準備を整えられまし

た 。

鬼木;組9田現地見学への地元協力体制

自治会一長寿会・ P T A 婦人会・長寿会

見学対応班 交通整理班 お も て な し 班

鬼木棚田や

まつりの紹介

1 0 人

来場者の誘導

2 0 人

よ も ぎ 餅 と お 茶

の接待
2 0 人

特 に 、  棚田見学の目玉となる 「ユ=ーク案山子」 の制

作に力を入れていただき、例年を50体上回る約170体の

案山子が沿道に立ち並びました。

見学コ ースは、 体力差を想定して2パタ ー ン用意しま

したが、 約8割の方が棚田を 一周する健脚コース ( 2
km )を歩いていただきました。

患木組国見学コース(案)

一r

理_



B 陶郷中尾山

鬼木棚田の隣の集落 , 中 尾 地 区 は 古 く か ら や き も の の

生産が盛んに行われてきました。 趣のある:坂道の路地裏

は 、 長 崎 ら し さ を 演 出 し ま す 。 町 内 有 数 の 観 光 ス ポ ッ ト

です。早くから自治会の協力は得られていましたが、大

型パスが通れない道幅の狭さやバスのための駐車場確

保、 バス毎の見学 コー ス 設 定 な ど 、 最 大 4 5 0 人 の 受 け

入れ体制を整えるため、 従事者との打ち合わせ・下見を

重ねました。バス1台に一人の観光ガイドを配置するた

め、 1 5 人 の ガ イ ド が 必 要 と な り , O Bにも応援いただ

き ま し た.

中尾山現地見学への地元協力体制

見学対応 交通整理 駐車場借用

案 元 9 軒 自 治 会 1 4 人 2 箇 所

、t・--

C 陶芸の館
「世界の案広場」 には、 古代から近世にかけての世界

を代表する珍しい案が12基再現されています。 ま た 、

資料館では400年の波佐見焼の歴史と伝統や匠たちの技

をはじめ現代の商品までを展示紹介しています。 特に、

館の主、絵付師口ポット " 源さん″の身振り手振り説明

も 見 ど こ ろ で す 。

今回、 波佐見町立東小学校の児童全員がウエルカムカ

ー ド を 作 成 し 、 l第ll芸の館前や世界の案広場で出迎え、現

地見学会参加者に手渡しました。 小学生との交流に感動

した参加者から後日、 学検にお礼の手紙が属けられ、 児

董にとっても有意義な課外授業となりました。

さ ら に 、  旅の思い出に波佐見焼をお土産に買っていた

だき、 皮佐見能を全国へお届けする機会になりました。

お 買 い 上 げ あ り が と う ご ざ い ま し た 。

小学生のお見送り

実は隠れた努力

お買い物

rr1i

8月の除草作業後、 適度な雨と睛天に恵まれ、 9月中

旬には雑草が大増殖。 急きょ職員総出で、 道路沿いや公

園内の除草作業を実施しました。 ま た 、  普段は見過ごさ

れていた圃場のヒェ も、 で き る 範 囲 で 抜 き 取 り を す る よ

う農業者にお願いしました。

嬉 し い こ と に 、 町 内 企 業 ・ 団 体 か ら 申 し 出 が あ り 、 環

境美化にご協力いただきました。 (長崎キヤノン株式会

社、波佐見町陶装協会 敬称略)
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し
ま
し
た
。
浄
瑠
璃
用
の

舞
台
を
背
景
に
踊
り
が

映
え
ま
し
た
（結
果
オ
ー

ラ
イ
）
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら

飛
び
出
し
た
猿
は
、
会
場

の
笑
い
を
誘
い
、
お
ひ
ね

り
が
投
げ
ら
れ
る
な
ど
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
2
日
間
で
延
べ
千
人
が
参
加
し
た

『
実
い

と
感
動
』
の
サ
ミ
ッ
ト
の
棋
構
を
お
届
け
し
ま
す
。

″
集
落
と
一
体
と
な
っ
た
"
鬼
木
-IS
田
の
魅
力
を
発
表

長
崎
大
学
院
生
・
永
渕
嵩
さ
ん
か
ら
鬼
木
棚
田
の
特
徴

を
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
調
査
で
感
じ
た
鬼
木

郷
の
魅
力
と
し
て
、
①
関
門

（旧
鬼
本
公
民
館
前
）
か
ら

広
が
る
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
、

②

″
地
産
地
消

"
の
石
積

棚
国
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
③
清
流
水
と
称
え
ら
れ
る
生

活
を
支
え
る
水
の
豊
富
さ
、

④
空
き
家
の
少
な
い
統
一

感

の
あ
る
集
落
、
⑤
伝
統
文
化
を

受
け
継
ぐ
地
一一ル
の
人
た
ち
の

温
か
み
、

と
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

お

一一 :状

M

さ
て
、
こ
の
廣
は
、

「全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

」

に
際
し
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
ご
協
カ

表S

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。
/
-

、

お
か
げ
さ
ま
で
、
参
加
者
も
波
佐
見
ら
し
い
サ
ミ
ッ
ト
の
内

容
に
満
足
い
た
だ
き
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
'

広
い
世
代
で
棚
田
を
保
全
す

る
意
義
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
は
、
中
山
間
地
域
の
農
業
の

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
成
果
を
次
の
振
興
へ
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

第
23
回
全
国
棚
国
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
1-
会
事-f局

開
会
式
典
の
ト
ッ
プ
を

飾
る
児
童
合
唱
団
。園
児
か

ら
大
学
生
ま
で
総
勢
67
名

の
団
員
が
全
国
の
棚
田
の

写
真
を
背
景
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
懐
か
し
い
楽
曲
を

被
露
し
ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル

を
理
め
尽
く
し
た
聴
衆
は
、

迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
魅

了
さ
れ
、感
動
で
涙
日
の
人

が
続
出
し
ま
し
た
。
音
響
設

備
が
十
分
で
な
い
中
、
「
ブ

ラ
ポ

［:一
」
で
し
た
。

圧
一
考
の
歌
声

「児
童
合
唱
団
」

従
来
の
サ
ミ
ッ
ト
と

一
線
を
画
し
た
一
組
・

理
絶
倒
の
講
演

一昼
下
が
り
の
講
演
会
と
い
う
と
睡
魔
が
襲
う
も
の
で
す

が
、
歌
謡
曲
や
川
柳
を
織
り
交
ぜ
た
三
善
さ
ん
の
話
に
は
、

随
所
に
笑
い
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。一''

何
も
し
な
い

こ
と
が
農
業
の
失
敗
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
郷
士
愛
に
火

を
っ
け
よ
う
!
」
と
棚
田
関
係
者
に
熟
く
語
り
か
け
て
い

ま
し
た
。
地
域
資
源

（
人
）
を
活
か
し
、

遊
ぶ
・

学
ぶ
・

泊
ま
る
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

価
値
観
に
、
農
村
の
魅
力
を

ど
う
売
り
込
む
か
を
考
え
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
「
米
を

を
売
る
な
!
お
に
ぎ
り
を
売

れ
!
J

が
村
お
こ
し
の
ヒ
ン

ト
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。



7
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
の
分
科
会

:
・
そ
れ
ぞ
れ
で
識
論
が
白
熱
し
て
い
ま
し
た
。

（
参
加
者
の
声
よ
り
）

国
の
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

ヨ「迎えよう-
社
交
あ
ふ
れ
る
1
-!l-
し
い
棚
田
で
」

コ
ー

一ァイ
ネ
ー
タ
ー
の

:

第
森
・

f一文さ
ん

一制
i一到一1

1

:
i

f一

「社
交
性
を
発
一- :

-
お
い
し
い
細
国

の

バ
ネ
リ
ス
ト
の
本
田
前
さ
ん

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

中
島
峰
広
さ
ん

農
村
の
女
性
は
常
に

進
化
し
て
い
る
。
商
品

開
発
な
ど
、
稼
ぐ
こ
と

に
対
し
て

、
研
究
熱
心

で
あ
り

意
欲

的
で
あ

る
。
今
後
は
女
性
が
表

舞
台
に
出
て
く
る
仕
掛

け
が
さ
ら
に
重
要
。
棚

田
の
お
も
て
な
し
は
女

性
が
主
役
で
あ
る
こ
と

を
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。

保
存
会
の
活
動
を
持
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
組
織

を
法
人
化
し
、
取
組
を
事

業
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

続
か
な
い
。

aコーディネ
ー
タ
ー
の

干一器太郎さ
ん

a「出掛けよう
-
社
交
を
求
め
集
し
い
棚
国

へ
」

コ
ー
子
イ
ネ
ー
タ
ー
の
井
手
修
身
さ
ん

割
「一日
と
農
の
交
わ
り
!
食
直
・

を
支
え
る
生
地
］f
人
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
は
今
後
の
中
--

」間地
域

の
支
援
策
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
、
協
力
し
た
い

と
思
っ

て
い
る
都
会
の
若

者
も
多
い
。

海
フ
ェ
ス
タ

大
村
一

湾
i n
波
佐
見

S
海
と
日
本P

R
O
J
E
C
T
r，

l

;

も
同
時
開
催

大
村
湾
の
ふ
る
さ
と

鬼
木
棚
田

"
を
見
学

し
ま
し
た
。
美
味
し
い
来

は
、
き
れ
い
な
水
が
育
て

ま
す
。
即
ち
鬼
木
棚
田
の

保
全
活
動
は
、
美
し
い
大

村
湾
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
ま
た
陸
と
海
の
つ
な

が
り
を
見
つ
め
る
パ
ネ

ル
展

（協
力

:

長
崎
大
学

水
産
学
部
中
田
教
授
）
も

実
施
し
ま
し
た
。

た
だ
外
の
人
た
ち
が
、

来
ら
れ
る
だ
け
で
は

保
全
す
る
の
も
難
し

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

も
っ
と
商
売
つ

気
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
代
を
取
っ
て

も
可
。外
か
ら
来
る
人

に
保
全
の
た
め
の
負

担
を
求
め
、
棚
田
の
魅

力
・
価
値
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

責
任
者
の平

野
英
延
さ
ん

食
に
欠
か
せ
な
い
の

が
器
で
す
。
生
地
職
人

さ
ん
に
よ
る
「
や
き
も

の
づ
く
り
」
の
実
演

は
、
波
佐
見
で
し
か
で

き
な
い
分
科
会
で
し

た
。
波
佐
見
焼
の
知
名

度
向
上
に
繁
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

員
ま
と
め
発
表
者
の

安
井
一
臣
さ
ん

全
員
参
加
型
の
分
科
会

食
糧
生
産
と
環
境
修
復
が

地

世
紀
に
向
け
て
課
せ

ら
れ
た
課
題
。
広
い
意
味

で
の
国
際
化
が
必
要
。
来

年
も
国
際
分
科
会
を
開
い

て
欲
し
い
。



波
佐
見
流
!
皿
踊
り
で
盛
り
上
が
る

「全
体
交
流
会
」

9
月
29
日
快
晴

天
気
も
見
方
に
し
大
感
動
の
現
地
見
学
会

①
ス
マ
ホ
を
片
手
に
皿
山
人
形
浄
瑠
璃
に
食

い
入
る
観
客

②
波
佐
見
焼
で
乾
杯
用
の
盃
。
サ
、
、、ッ
ト
の

た
め
に
作
製
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
取
り
皿
も
す
べ
て
お
持
ち
帰
り
〇

K

，・

会
話
も
弾
み
ま
す
。

④
お
目
当
て
の
料
理
に
一
斉
に
手
が
伸
び
て

い
ま
す
。

⑤
食
改
・
婦
人
会
さ
ん
の
お
料
理
も
好
評
。

小
谷
村
長
さ
ん

（
中
央
）
も
満
面
の
笑
み
。

⑥
ザ
!
余
興
。
こ
れ
が
、

波
佐
見
皿
踊
り
の

原
点
。
伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

⑦
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
総
踊
り
。
体
育
セ
ン
タ
ー

を
理
め
尽
く
し
た
川

人
が
一
，m一
を

″
カ
チ

カ
チ
″
と
鳴
ら
し
皿
踊
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
町
長
自
ら
実
技
指
導
。

棚
田
の
説
明
も
大
忙
し

小
学
生
も
交
流
に
一
役

お
母
さ
ん
総
動
員

，

案
山
子
も
お
出
迎
え

中
尾
上
登
り
・

器
を
望
む

背
中
が
物
語
る

波
佐
見
焼
の
伝
続

・
器
一1

:一さ
ん
か
ら
の

丁
寧
な
説
明

源
さ
ん
に
見
と
れ
て

根
会 掘
話 り
が 集
弾堀
み り
ま
す

や
き
も
の
公
園
で
は
、
見
学
者
へ
小

学
生
自
ら
が
作
つ

た
ウ
エ
ル
カ
ム
カ

ー
ド
を
手
渡
し
ま
し
た
。最
初
は
ド
キ

ド
キ
し
た
様
子
の
小
学
生
も
次
第
に

打
ち
解
け
、
波
佐
見
町
の
P
R
を
行
い

ま
し
た
。
後
日
、
学
校
へ
お
礼
の
手
紙

が
届
け
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で
し

た
。
児
童
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
課
外

授
業
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。



閉
会
式

「共
同
宣
言．
一
で
サ
ミ
ッ
ト
を
締
め
る

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
共
同
宣
言

（
左
記
）

に
集
約
さ
れ
ま
す
。
鬼
木

棚
田
協
議
会
の
若
手
を
代
表
し
、
清

水
大
捕
さ
ん
・
川
平
雅
昭
さ
ん
・
平

田
和
隆
さ
ん
が
堂
々
と
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
開
催
の
長
野

県
小
谷
村
の
松
本
村
長
に
全
国
棚
田

（千
枚
田
）
連
絡
協
議
会
旗
を
引
き

継
ぎ
、
2
日
間
の
サ
ーーー
ッ
ト
は
無
事

閉
一一n一一…
し
ま
し
た
。

鬼木柵田の後継者に託す

長野県小谷村へバ トンタッチ

お
見
送
り
に
は
、

は
ち
ゃ

ま
る
も
登
場
-

このたび、 長崎県波佐見町において、 「棚田は21 世紀の社交場」

を メ イ ン テーマに、棚田に関わる人たちが集い、第23回全国棚田

(千枚田) サミットを開催いf l しました。

私たちは、 先人たちの知意と努力に感謝しながら、厳しい環境の下、

中山間地域等直接支払制度等を活用しながら、 それそれの地1或の棚

田を守り続けてきました。 これからは国民全体への輪として拡げる
と と も に 、  国民一人〇とりが何らかの形で、 棚田とその地域を応援

してい fif i二「-;lる取組を日指します。

人が集まる棚田には、「美しい」「楽しい」「おいしい」等の要素

があります。そうした魅力のある棚田を作るには、棚田で迎える人

(農村) f l二1-3ではなく、棚田へ出掛ける人(都市)の力が必要です。

人と人の業がり(出会い・触れ合い・分かち合い)を大切にするこ

とで、 「社交場」と呼ぶに相応しい21 世紀の相ll田を実現します。

今、棚田への理解が深まっています。これを好機と捉え、棚田は

歴史の、 社会の、 人々の貴重な財産であることを発信し、 みんなの
力を合わせて美しい相E田を未来へ引き継ぐため、 次のとおり宣言し
ます。

1 美しい棚田は日本の誇り

私11ちは、 永続的に美しい景観が保全されるよう、 社会金体で

棚田を支える機運を醸成しましょう。

2 楽しい相a田は連携の場

私たちは、 農村と都市の交流を図り、 知恵を出し合い、 棚田の

経済活動を活性化させましょう。

3 おいしい棚田は女性の力

私たちは、田舎が持つ “おもてなし力''を活かすため、女性が

積極的に参加できる6次産業化をサポー ト し ま し ょ う 。

平成2 9 年 9 月 2 9 目
第 2 3 回 全 国 棚 田 ( 千 枚 田 ) サ ミ ッ ト

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
、
す
ぐ

に
効
果
が
目
に
見
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

基
調
講
演
・
分

科
会
で
出
さ
れ
た
提
案
や
業
が
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
そ
う
と

農
業
者
自
身
が
刺
激
を
受
け
た
こ

と
、
自
分
の
暮
ら
す
棚
田
の
保
全

に
関
心
を
持
つ
若
い
世
代
が
増
え

た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
耕
作
条
件
が
不

利
な
棚
田
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
可

能
性
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

運
営
を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
た

と ち

関
係
機
関
の
協
力
の
も

職
員

一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、
笑
額
で
大

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

〇

問
い
合
わ
せ
先

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話

（
8
5
）
2
9
8
0


